








































Aiming to foster the ability to think, to make decisions, to 
express themselves comprehensively: Teaching plans on the 
basis of learning procedure for speaking and listening skills 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































◎展開１， ２は KWL の流れで構成している。








































































































































































































































































































































































































































































































































生徒Ｅ ：あ！ でも，ここ，東大に受かるかどうかだ！ 【23触発想起】
　　　 あ，ここに２個あるじゃん，こっちに。「大学入試，高得点をマークする」と「2021年度
東京大学入試」ってことはさ， 【35自説と関連づける】
生徒Ｆ ：センターは受かるけど，【26不足付加】
生徒Ｄ ：高得点とることはできるかも知れない。【11意見】
生徒Ｆ ：けど，【34反論】
生徒Ｅ ：東大は無理じゃない？【25精緻化】
生徒Ｄ．生徒Ｆ ：ふふふふ（笑い）
生徒Ｄ ：え，何が違うの？【32疑問】
生徒Ｆ ：東大……【22協応】
生徒Ｅ ：センターは点とれば得点になるけど，入試って１個だけできても。数学だけでは。理
数でも……【12意見の変更・再説明】
生徒Ｆ ：たしかに【33賛意】。数学でとれても，東大受けれないし【25精緻化】。
生徒Ｅ ：理数でも英語は要るじゃん【13意見の変更・再説明】
生徒Ｄ ：えー，できないのかなぁ【34反論】
生徒Ｅ ：あのデータがいつのものなのか？【36新たな視点の提出】
生徒Ｆ ：ね。【33賛意】
生徒Ｅ ：Ｍ先生に本貸してって【23触発想起】
生徒Ｄ ：どうしよう。【32疑問】
生徒Ｅ ：「フレーム問題」「シンボルグラウンディング問題」って何？【32疑問】
（間）
生徒Ｅ ：なぜ？ 理由，難しい【11意見】
生徒Ｄ ：なんかこことこことに違いがつけれないんだけど【23触発想起】
生徒Ｅ ：うーん【22協応】
生徒Ｆ ：たしかに【33賛意】
生徒Ｆ ：なぜ，できないのか【21繰り返し】
〇観察者 （筆者） の気づいたこと
「結果」は聞いたことがあるが，
その理由を忘れているところか
ら始まる。
今回の目的に照らして「理由」
を考えている。
【34反論】が続く。受からない
はずなのに受かりそうな要素が
出てきたので追究している。
資料を見て今回の課題の条件を
確認している。
以前聞いた話の根拠の妥当性を
疑っている。
資料から手掛かりを得ようとす
る。
理由と根拠に話題を戻す。
「こことここ」は理由と根拠を
指す。
以後，理由が明確にできないこ
とが話題。
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生徒Ｅ ：東大入試ってなんで難しいんだろうってとこから始まる。「倫理」ぽいね【11意見】
生徒Ｄ・生徒Ｆ ：ふふふふ（笑い）
〈略〉
生徒Ｆ ：なんでできないんだろう【21繰り返し】
生徒Ｅ ：ね，理由がでてこない。【25精緻化】
生徒Ｅ ：えー【33賛意】
生徒Ｄ ：人に，人に……わかんない【11意見】
生徒Ｆ ：どうしても人とは違う……から【22協応】
生徒Ｅ ：なんだろね，人間にしかできない思考力とかね，なんかある【22協応】
生徒Ｄ ：コミュニケーション能力【25精緻化】
生徒Ｆ ：気持ち！ 気持ち！【25精緻化】
生徒Ｅ ：あー，やっぱそこだよね【33賛意】
生徒Ｄ ：コンピュータじゃなかった AI？【31確認】
生徒Ｅ ：あとなんか，常識？【23触発想起】
生徒Ｆ ：え，ないの？ 常識【31確認】
生徒Ｅ ：なんかロボットだとさ，てなったらこれしかない【11意見】
生徒Ｄ ：まあ，そうね【33賛意】
生徒Ｅ ：柔軟な考えができないとかある【13意見の変更・再説明】
【視聴後】
生徒Ｆ ：最後なんていってたっけ？ 司会者【31確認】
生徒Ｄ ：私の理解が間違ってなければ，あの，あなたがいいたいのは，えっと，今の，今の教
育じゃだめなんじゃない，みたいな，そういうこと【11意見】
生徒Ｅ ：あ，学生には【23触発想起】
生徒Ｄ ：あ，うん【33賛意】。あとそういう環境を見直すべきだっていう【13意見の変更・再
説明】
生徒Ｅ ：暗記をさせるだけでなく理解させるべきだ【11意見の変更・再説明】。まじで。同じこ
と，上に書いちゃった。
〈略〉
生徒Ｅ ：Ｍ先生が言わんかったことが解明された【11意見】。
生徒Ｄ ：ちゃ，なんか，暗記をさせるんじゃなくて。ぼくの授業形態は変わりましたとかなん
とか【25精緻化】
生徒Ｅ ：て，ことだよね？【31確認】
生徒Ｄ ：暗記をさせようってんじゃなくて【13意見の変更・再説明】
生徒Ｅ ：理解を【26不足付加】
生徒Ｄ ：理解をさせよう【26不足付加】
生徒Ｆ ：そっかー【33賛意】
今回，スピーチの直後に司会者
が内容を確認し，結論の明言を
促している。聞き手の役割を理
解させるために事前に注目させ
た。
「Ｍ先生」（社会科の教員。この
話題を選択科目「倫理」の授業
で取り上げた。最近，対話形式
の授業を始めたことに触れてい
る）
身近な例を通して主張を再確認
している，
※これは表５に挙げた班にも見
られることである。
田中洋美／思考力・判断力・表現力等の総合的な育成を目指して
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■注
１） 幸田国広（2011）『高等学校国語科の教科構造』p. 262
２） 町田守弘（2018）「国語表現」（『シリーズ国語授業づくり　高等学校国語科新科目編成とこれか
らの授業づくり』p. 108）
３） 注1），pp. 245‒246
４） 田中宏幸（2018）「高等学校『国語表現』の授業をどう考えるか」（『日本語学』37(12)，pp. 134‒
136）
５） 高橋俊三・声とことばの会（1998）『聴く力を鍛える授業』明治図書，pp. 178‒201。
６） 『いとぎく』（令和二年版）「説苑」に詳述。
７） 大滝一登（2019）「高等学校新学習指導要領国語科の目指すもの⑾」（『中等教育資料』No. 1003，
pp. 56‒57）
８） 渡辺通子（2017）「新学習指導要領が目指す資質・能力と話す・聞く・話し合う力」（『教育科学
国語教育』811，pp. 4‒7）
９） 注4）に同じ。
10） 全国大学国語教育学会（2019）『国語科教育研究 第136回茨城大会研究発表要旨集』
11） 話の構成法の一つ。大嶋友秀（2013）『すぐできる！論理的な話し方』において「Point（結論）」
「Reason（その理由）」「Example（事例＝理由の裏付け）」「Point（まとめ＝結論の確認）」の頭文字
をとって名付けられたものと説明する（p. 16）。本校では中高の英語科でスピーチの構成の指導に
用いることがある。本校「国語表現」では論理的な構成方法の一つとして紹介し，１分間スピー
チの構成メモなどに使用。ただし，主張には論拠（根拠と理由づけ）が必要なので，授業では
PREPで書き出した要素に「E」から「P」に繋ぐ妥当な理由付けを考える点を補足する。
12） 山元悦子（2011）「話しことばの教育」（日本国語教育学会（編）『国語教育総合事典』，p. 105）
13） 注11）と同じ。
14） 井上尚美（2019）「論理的思考の指導」（『国語教育指導用語辞典　第５版』教育出版，pp. 294‒
295）。尚，「批判的思考を働かせて聴く力」については中村敦雄（1998）「『聴く力』の理論的背景
としての批判的思考」（『聴く力を鍛える授業』）も参照した。
15） 『ランゲージアーツ』pp. 271‒297
16） 藤森裕治（1995）は「音声言語の評価としての特性」において，音声言語活動はすべて話し手
と聞き手との相互関係によって成り立つ点に注目している。よってその場の雰囲気に影響される
面が大きいことを指摘する。こうした特性を踏まえ評価の留意を三点にまとめている。すなわち
「手びかえを充実させること」「事前・事後の比較・観察を重視すること」「音声言語の研究成果を
生かすこと」である。「音声言語がそれ自体として有する特性に配慮しながら，場に応じた評価の
内容と方法とを展望する必要があろう」という点をふまえ，今回の「行動の分析」「記述の分析」
も評価の材料の一つとして検討した。（藤森裕治（1995）『対話的コミュニケーションの指導』明
治図書，pp. 171‒173）
■参考文献
〇『学習指導要領』改訂及び移行期に関わるもの
文部科学省（2010）『高等学校学習指導要領解説　国語編』教育出版
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